
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナビゲーション装置内部の２つの地点または１つの地点の座標の位置データと、携帯情
報表示装置用メールアドレスとをナビゲーション装置からメールサーバに送信し、
　前記メールサーバは受信した前記位置データを地図提供手段に送信し、
　前記地図提供手段は受信した位置データが２つの地点の座標のときには、両地点を含む
最小限の縮尺の地図を検索し、１つの地点の座 ときには、その地点を中心とする予め
設定した所定の縮尺の地図を検索して、検索した地図に対応したＵＲＬを前記メールサー
バに返信し、
　前記メールサーバは受信した前記地図に対応したＵＲＬを付したメールを前記メールア
ドレスに送信し、
　前記携帯情報表示装置は前記メールを受信して前記地図提供手段に受信したＵＲＬを送
信し、
　前記地図情報提供手段は受信したＵＲＬに対応する地図データを前記携帯情報表示装置
に送信し、
　前記携帯情報表示装置は受信した地図データを表示することを特徴とする携帯情報表示
装置用地図表示方法。
【請求項２】
　内部の２つの地点または１つの地点の座標の位置データと、携帯情報表示装置用メール
アドレスとをメールサーバに送信するナビゲーション装置と、
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　受信した前記位置データを地図提供手段に送信し、メールに前記地図提供手段から受信
した地図対応ＵＲＬを付して前記メールアドレスに送信するメールサーバと、
　前記メールサーバから受信した位置データが２つの地点の座標のときには、両地点を含
む最小限の縮尺の地図を検索し、１つの地点の座 ときには、その地点を中心とする予
め設定した所定の縮尺の地図を検索して、検索した地図に対応するＵＲＬを前記メールサ
ーバに返信し、携帯情報表示装置からの前記地図に対応するＵＲＬを受信して該ＵＲＬに
対応する地図データを送信する地図提供手段と、
　前記メールサーバから前記地図対応ＵＲＬを付したメールを受信し、前記地図提供手段
に前記地図対応ＵＲＬを送信し、前記地図提供手段から前記ＵＲＬに対応した地図データ
を受信し、表示装置に受信した前記地図データの地図を表示する携帯情報表示装置とから
なることを特徴とする携帯情報表示装置用地図表示システム。
【請求項３】
　前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置データは、ナビゲーション装置
の現在位置データであることを特徴とする請求項２記載の携帯情報表示装置用地図表示シ
ステム。
【請求項４】
　前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置データは、ナビゲーション装置
の目的地の位置データを含むことを特徴とする請求項２記載の携帯情報表示装置用地図表
示システム。
【請求項５】
　前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置データは、更に利用者が前記ナ
ビゲーション装置から離れて移動する地点の位置データを含むことを特徴とする請求項４
記載の携帯情報表示装置用地図表示システム。
【請求項６】
　前記地図提供手段は、ナビゲーション装置の目的地の位置と、利用者が前記ナビゲーシ
ョン装置から離れて移動する地点の位置との間の推奨ルートを演算して送信することを特
徴とする請求項５記載の携帯情報表示装置用地図表示システム。
【請求項７】
　前記地図提供手段は、ナビゲーション装置の目的地の位置と、利用者が前記ナビゲーシ
ョン装置から離れて移動する地点の位置とを含む携帯情報表示装置の画面に同時に表示可
能な地図を検索し、該地図に対応するＵＲＬをメールサーバに送信することを特徴とする
請求項５記載の携帯情報表示装置用地図表示システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば携帯電話や携帯情報端末等の通信装置を備えた携帯型情報表示装置に対
し、インターネットによって地図データ提供サイト等の地図提供サービス部門から地図の
配信を受けて所望の地図を利用することができるようにした携帯情報表示装置用地図表示
方法及び地図表示システムに関し、特にナビゲーション装置のデータを利用して容易に所
望の地点の地図の配信を受けることができるようにした携帯情報表示装置用地図表示方法
及び地図表示システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
車両用ナビゲーション装置においては、ＧＰＳ信号を受信して現在位置を検出するＧＰＳ
受信機を用い、また車速センサにより走行距離を、またジャイロ機能を備えたセンサによ
り進行方向を各々求めて現在位置を検出する自立航法センサを用い、これらの位置データ
によりＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等のデータ記録媒体から現在地点近傍の地図データ
を読み出し、現在位置を地図の道路上にマップマッチングさせ、液晶ディスプレイ等の画
像表示装置に現在地を中心とした地図を表示することによって、現在どの地点を走行して
いるかを容易に知ることができるようになっている。更に、目的地や経由地を設定するこ
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とにより、現在地からの最適誘導経路を地図関連データに基づき探索し、その誘導経路を
前記地図上に重ねて表示すると共に、右左折交差点に近付いたときには交差点を拡大して
右左折方向等を表示し、また、音声等によっても走行案内を行うようにしている。
【０００３】
一方、近年のインターネット技術の進歩と普及により、通常のパソコンによってインター
ネットからのデータ受信と表示を行う以外に、通信機能を備えた携帯情報端末を用いてイ
ンターネットからのデータ受信と表示を行うことができるようになっている。更に、携帯
電話においてもｉモード等によりインターネットからの簡易な情報を取り込み、これを表
示することができるようになっている。また、携帯電話においては更なる通信機能の充実
により、通常のインターネットのデータを取り込み、これを表示することも可能となって
いる。
【０００４】
そのため、上記のような携帯電話や携帯情報端末等の通信装置を備えた携帯情報表示装置
を用い、例えば地図データを蓄積してこれをユーザに配信することができるようにした地
図情報提供サービス部門のサイトに接続し、特定の地点、及び地図スケールを指定して所
望の地図データを取り込み、これを表示することができるようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように、車両用ナビゲーション装置においては目的地や経由地を指定することによ
り現在位置からの誘導経路を地図に表示し、また音声等により案内を行い、車両を確実に
目的地や経由地に誘導することができるようにしているものであるが、例えば大都市のデ
パートのように、地下駐車場や隣接駐車場では不足するときに、そのデパートから比較的
離れた場所に存在する駐車場を利用するようにしている場合がある。また、駐車場として
は多数の店や施設と共同で利用することができるようにした提携駐車場が利用される場合
もあり、このような提携駐車場は特定の店や施設とは比較的離れた場所に存在することも
多い。
【０００６】
このように、ナビゲーション装置の利用者が本来行こうとしている店や施設とナビゲーシ
ョン装置において目的地に設定している駐車場とが離れている場合において、ナビゲーシ
ョン装置によってその駐車場まで到着して車から降り、その店や施設に歩いていこうとす
るとき、その周辺の地図は車両に搭載のナビゲーション装置には表示されているため、下
車する前にこれを見て一応頭に入れた後その店や施設に向かう場合でも、特に複雑な道順
のときには途中でその道がわからなくなってしまうことも多い。その場合には周囲の人に
道を聞きながら行かざるを得ず、不便である。
【０００７】
その対策として、インターネット接続機能を備えた携帯電話を用いて、或いは同様の機能
を備えた携帯情報端末を用いて、駐車した位置から店や施設の存在する位置までの地図を
上記のように地図情報提供サービス部門のサイトからダウンロードし、その表示を参照し
ながら本来の目的地である店や施設に歩いていくことが可能となっている。しかしながら
、上記のように所定の地域の地図データをダウンロードするためには、その地域を特定す
るために複雑な入力操作を行うことによりようやくその地図データを得ることができ、多
くの手数を要する欠点がある。特に駐車場位置から本来の目的地までの地域の適切な範囲
の地図を選択して表示するためには更に多くの困難な操作を必要とする。
【０００８】
したがって本発明は、携帯電話や携帯情報端末等の携帯情報表示装置に対して、ナビゲー
ション装置が所有する位置データを用いて容易に所望の地点の地図の配信を受けこれを表
示することができ、ナビゲーション装置から離れて移動しても、携帯情報表示装置に表示
した地図を利用して、本来の目的地に確実に移動することができるようにした携帯情報表
示装置用地図表示方法及びその方法を実施するためのシステムを提供することを主たる目
的としている。
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【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る携帯情報表示装置用地図表示方法は、上記課題を解決するため、ナビゲー
ション装置内部の２つの地点または１つの地点の座標の位置データと、携帯情報表示装置
用メールアドレスとをナビゲーション装置からメールサーバに送信し、前記メールサーバ
は受信した前記位置データを地図提供手段に送信し、前記地図提供手段は受信した位置デ
ータが２つの地点の座標のときには、両地点を含む最小限の縮尺の地図を検索し、１つの
地点の座 ときには、その地点を中心とする予め設定した所定の縮尺の地図を検索して
、検索した地図に対応したＵＲＬを前記メールサーバに返信し、前記メールサーバは受信
した前記地図に対応したＵＲＬを付したメールを前記メールアドレスに送信し、前記携帯
情報表示装置は前記メールを受信して前記地図提供手段に受信したＵＲＬを送信し、前記
地図情報提供手段は受信したＵＲＬに対応する地図データを前記携帯情報表示装置に送信
し、前記携帯情報表示装置は受信した地図データを表示するようにしたものである。
【００１０】
　また、本発明に係る携帯情報表示装置用地図表示システムは、内部の２つの地点または
１つの地点の座標の位置データと、携帯情報表示装置用メールアドレスとをメールサーバ
に送信するナビゲーション装置と、受信した前記位置データを地図提供手段に送信し、前
記地図提供手段から受信した地図対応ＵＲＬを付して前記メールアドレスに送信するメー
ルサーバと、前記メールサーバから受信した位置データが２つの地点の座標のときには、
両地点を含む最小限の縮尺の地図を検索し、１つの地点の座 ときには、その地点を中
心とする予め設定した所定の縮尺の地図を検索して、検索した地図に対応するＵＲＬを前
記メールサーバに返信し、携帯情報表示装置からの前記地図に対応するＵＲＬを受信して
該ＵＲＬに対応する地図データを送信する地図提供手段と、前記メールサーバから前記地
図対応ＵＲＬを付したメールを受信し、前記地図提供手段に前記地図対応ＵＲＬを送信し
、前記地図提供手段から前記ＵＲＬに対応した地図データを受信し、表示装置に受信した
前記地図データの地図を表示する携帯情報表示装置とからなるものである。
【００１１】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置デ
ータを、ナビゲーション装置の現在位置データとしたものである。
【００１２】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置デ
ータを、ナビゲーション装置の目的地の位置データを含むようにしたものである。
【００１３】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置デ
ータは、更に利用者が前記ナビゲーション装置から離れて移動する地点の位置データを含
むようにしたものである。
【００１４】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記地図提供手段は、ナビゲーション装置の目的地の位置
と、利用者が前記ナビゲーション装置から離れて移動する地点の位置との間の推奨ルート
を演算して送信するようにしたものである。
【００１５】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記地図提供手段が、ナビゲーション装置の目的地の位置
と、利用者が前記ナビゲーション装置から離れて移動する地点の位置とを含む携帯情報表
示装置の画面に同時に表示可能な地図を検索し、該地図に対応するＵＲＬをメールサーバ
に送信するようにしたものである。
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【００１６】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を図面に沿って説明する。図１は本発明の実施例を示し、図２にはこ
れをフローチャートとして示しており、図３～図６にはその際のナビゲーション装置及び
メールを受信する携帯情報表示装置としての携帯電話の画面例を示している。図１に示す
実施例においては、利用者がナビゲーション装置１を搭載した車両２を運転して目的地に
向けて走行し移動している状態を示しており、このナビゲーション装置１には前記従来の
ものと同様に、現在地から目的地或いは必要に応じて経由地を設定し、演算した誘導経路
に沿って目的地に向け案内を行う機能を備えている。
【００１７】
このナビゲーション装置には通信機能も備えており、ナビゲーション装置自体が備えてい
る通信機能、或いはこれに接続する携帯電話等によってメールの送受信及びインターネッ
トへの接続を行うことが可能となっており、そのメールの送受信に際してはインターネッ
ト接続のメールサーバ３を用い、ＷＷＷ（Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂ）のインターネ
ット通信網に接続しているこのメールサーバーを介して、各種のサイトや個人とメールの
送受信を行うことができるようになっている。図示実施例においては、メールサーバ３が
地図提供サービス部門４のウエブ（Ｗｅｂ）サーバ５と通信を行う例を示している。
【００１８】
地図提供サービス部門４としては種々の形態が存在し、例えば現在広く利用されているイ
ンターネットで地図を提供している地図検索サイトが用いることができ、また、例えば自
動車メーカーが主としてユーザーに対するサービスとして提供しているインターネットを
介した情報提供部門、あるいはナビゲーション装置メーカーがサービスとして提供してい
る同様の情報提供部門等においてもこれらの地図データの提供が可能であり、これを利用
することもできる。なお、上記のような各種の地図提供サービス部門は、一つの装置とし
て機能し、したがってこれを地図提供手段と総称することができる。
【００１９】
地図提供サービス部門４においては、ウェブサーバ５が外部から入力した検索条件を地図
検索部６に送り、地図検索部６においては内部に備えている地図データベース７から検索
条件に適合した地図の中心点、及び縮尺等を含む地図データを検索し、これを検索結果の
ＵＲＬ（ Uniform Resource Locator）として出力することができるようになっている。
【００２０】
なお、前記ＵＲＬとは上記ＷＷＷ上のファイルやディレクトリなどの場所を識別するため
の文字列であり、ＨＴＭＬ４．０ではより広い意味でＵＲＩと表現されることがあるが、
以降説明の便宜のためこの種のものを総称して「ＵＲＬ」という。
【００２１】
この地図提供サービス部門４においては、通常の地図提供サービスとして、外部から特定
の地点の地図要求があったときには、その地点を中心とした適宜の縮尺の地図データを直
接出力する機能も備えている。地図提供サービス部門４においては更に、外部から特定の
地点と縮尺を示すＵＲＬが直接送信されてきたときには、対応する地図を地図要求者に送
信する機能も備えている。
【００２２】
図１の実施例において示している携帯情報表示装置としての携帯電話８はインターネット
接続機能を備えており、現在広く用いられているｉモード等の簡易インターネット通信機
能を備えたものが用いられる他、今後普及すると予想されるより高度の通信機能を備えた
携帯電話が用いられる。このような携帯電話を利用する際には、本発明における地図表示
装置は通信装置と地図表示装置が一体化した携帯情報表示装置となる。
【００２３】
更に、携帯情報表示装置としては上記のような携帯電話の他、例えば携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）を用いることもでき、その携帯情報端末自体に外部通信機能を備えているときには、
前記携帯電話と同様に単体で地図表示を行うことができる。またその携帯情報端末に外部
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通信機能を備えていないときには、例えば携帯電話等の外部通信装置を接続することによ
り地図を受信し表示することが可能となる。また、その他パームトップ型パソコン等の携
帯型パソコンも同様にして用いることができる。したがって本発明においては、これらの
ものを全て含んだ装置として「携帯情報表示装置」と総称している。
【００２４】
上記のようなシステム構成において、本発明は図１に示す▲１▼～▲７▼の順に作動が行
われ、その作動は図２において携帯情報表示装置への地図表示処理としてフローチャート
に示している。以下、その作動を図３～図６に示すナビゲーション装置及びメールを受信
する携帯電話の画面例を参照しつつ順に説明する。
【００２５】
携帯情報表示装置への地図表示処理に際して、最初ナビゲーション装置１から利用者のメ
ールサーバ３へ、ナビゲーション装置１の目的地としての駐車場等の駐車位置座標と、例
えばその駐車場から徒歩等により移動しようとしているデパート等の本来の目的地の位置
座標と、更に地図を受信しようとする携帯情報表示装置としての携帯電話等が開くことが
できるメールアドレスとを送信する（▲１▼ステップＳ１）。
【００２６】
上記のような位置座標、及びメールアドレスの入力に際しては種々の態様で行うことがで
きるが、例えば図３（ａ）の目的地周辺地図ＵＲＬ要求時のナビゲーション装置表示画面
例に示す画面に基づいて順に入力を行うことができる。この例においては最初、前記ナビ
ゲーション装置の目的地としての駐車場等の位置座標として、ナビゲーション装置に予め
入力設定した目的地、即ち車両を降りて本来の目的地へ移動する際の駐車位置を指示する
。
【００２７】
図３（ａ）に示す例においては「浪速駐車場」が選択されており、この部分は▼印を操作
することにより、現在ナビゲーション装置に入力設定している目的地や経由地の名称が自
動的に全て表示されるようになっており、その中から任意の地点を選択することにより複
雑な入力操作を行うことなく容易に目的地等の選択入力を行い、その地点に対応する特定
の座標データを指示することができるようになっている。
【００２８】
なお、この選択画面内に「現在地」の項目を設定しておくことにより、これを選択したと
きには上記のような予め入力設定した目的地や経由地の代わりに、車両が存在する現在地
の位置座標が選択入力される。それにより、ドライブ中に急に特定の地点で駐車し、周辺
を散策し、或いはレストラン等を利用するために慣れない道を歩く際に、後述するように
携帯電話に周辺の地図を容易に表示させることができ、現在の地点が利用者にとって詳細
にわからないときでも、現在地周辺の地図を携帯電話に受けこれを利用することが簡単に
できるようになる。
【００２９】
次いで、下車した後行く本来の目的地の入力を行う。なお、この入力は必ずしも必須のも
のではないが、これを入力することにより、前記ナビゲーション装置に設定した目的地と
上記本来の目的地の両地点を含んだ地図を表示すること等が可能となる。この本来の目的
地の設定に際しては、図３（ａ）に示す例では「目的地検索画面へ」の入力画面部分を備
えており、これを指示することによりナビゲーション装置に備えている種々の目的地入力
機能を利用し、特定の地点を設定することができ、図示実施例においては「大阪デパート
」が選択された例を示している。このような選択により、ナビゲーション装置はその地点
や施設の位置に対応した地図座標を地図データ記録媒体から取り込み、位置座標として入
力することが可能となる。
【００３０】
なお、この選択入力画面においても、▼印を操作することにより、利用者が以前設定した
目的地、ナビゲーション装置に利用者が予め登録している各種の地点や施設の名称を表示
することができるようにしており、この表示の選択によって特別の操作無しに、前記と同
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様に本来の目的地の位置座標を入力することができる。
【００３１】
次いで、受信したいメールアドレスの入力を行う。このメールアドレスは図１に示す実施
例においては利用者の携帯電話に設定されており、図３（ａ）に示す例では「 y.himura20
01@dacomo.ne.jp」が入力設定されている。このメールアドレスの入力に際しては、図示
実施例では「入力画面へ」の部分を操作することにより別途キー操作による入力画面を表
示し、これを確定することにより再びこの画面に戻るように設定しており、更に、メール
アドレス表示欄の▼印を操作することにより、以前入力したメールアドレス、或いは予め
登録してあるメールアドレスを表示し、これを選択することにより容易に入力を行うこと
ができるようにしている。
【００３２】
上記のような種々の態様により、ナビゲーション装置の目的地や本来の目的地等の座標、
及びメールアドレスの入力が行われた後、図３（ａ）に示す例においては「送信」を選択
して操作することにより、図１に示すように車両２のナビゲーション装置１からメールサ
ーバ３に対してこれらのデータが送信される。この送信は車両の走行前、走行中、停車中
、目的地や経由地に到着した時等、車両から離れるまでの任意のときにナビゲーション装
置１を用いて実行することができる。
【００３３】
その後、メールサーバ３から地図提供サービス部門４へ、前記のようにして入力した駐車
位置等のナビゲーション装置の目的地の座標、そこから徒歩等で移動するデパート等の本
来の目的地の座標を送信する（▲２▼ステップＳ２）。この送信は通常のインターネット
の通信網を用い、所定の地図提供サービス部門で予め決められた地図データ要求様式によ
って行われる。特にこの実施例においては、地図提供サービス部門４において、特定の２
つの地点の座標が送信されてきたときには、各地点を含む最小限の縮尺の地図と、その地
図内に前記本来の目的地の位置に対応する施設や地名等の名称を含むテキストデータを備
えたものを検索し、その地図のＵＲＬデータを提供するサービスを行っている。なお、こ
の座標の送信に際して、駐車場等のナビゲーション装置の目的地のみが入力されている場
合、或いは車両が停車した現在地のみが入力されている場合には、１つの座標データのみ
が送信されることとなる。
【００３４】
地図提供サービス部門４においては、前記座標をウェブサーバ５で受信し、その座標デー
タを検索条件として地図検索部６に出力し、地図検索部６では地図データベース７をこの
条件によって検索し、前記のように２つの地点の座標が送信されてきたときには両地点を
含む最小限の縮尺の地図を検索する。また、前記のように１つの地点の座標のみが送信さ
れてきたときには、その地点を中心とする予め設定した所定の縮尺の地図を検索する。な
お、後述するように、２つの地点の推奨ルートを演算する場合等においては、２つの座標
が送信されてきた場合においても１つの地点を中心とする地図を検索する場合も存在する
。
【００３５】
地図検索部６では、この検索結果得られた地図に対応するＵＲＬ、即ち、その地図の中心
位置座標と表示画面の幅、高さ、縮尺等のデータを含み、この地図提供サービス部門のサ
イトのアドレスを含むデータが付加されている、例えば「 http://www.chizuya.com/main/
czdsp.dll?X=503905.772&Y=129093.431&WID=350&HEI=30&TAB=chizu&NAME=&MODE=0&CSET=2
&PG=1&LK=all&CND=vand&・・・・」のようなＵＲＬデータを検索結果としてウェブサーバ
５に出力する。
【００３６】
次いで地図提供サービス部門４のウェブサーバ５からメールサーバ３へ、上記のようにし
て検索した指定座標を含む適切な縮尺の地図データのあるＵＲＬを送信する（▲３▼ステ
ップＳ３）。これを受信したメールサーバ３においては、前記のようにナビゲーション装
置１から送信されている地図を受信するメールアドレスへ、地図データ受信用ＵＲＬを付
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けたメールを送信する（▲４▼ステップＳ４）。
【００３７】
図１に示す携帯情報表示装置としての携帯電話８はこのメールを受信し、その結果いつで
もこのメールを開くことができる状態となる。したがって、前記のようにナビゲーション
装置１からメールサーバに対して車両２の走行前、或いは走行中に目的地の座標及び地図
を受信するメールアドレス等を送信した際には、この携帯電話が車両中に存在するときに
既に受信可能となっている。
【００３８】
また、車両が目的地の駐車場に着いてからナビゲーション装置を用いて上記の送信を行う
とき、または車両走行中に急に予定外の場所で停止し、その周辺の特定の店を訪れようと
したときに、その停止位置においてナビゲーション装置から上記の送信を行うときは、各
場所において前記のメールを受信してこれを開くことができる状態となる。図１及び図２
に示す実施例においては、これらの各種の状態の内、利用者が駐車場等の目的地に到着し
、携帯電話を所持して下車し、デパート等の本来の目的地へ移動しようとしているがデパ
ート等の場所がわからないため、既に受信している携帯電話の地図対応ＵＲＬ付きのメー
ルを開き、携帯電話にその周辺の地図を表示し、これを参考にして移動（▲５▼ステップ
Ｓ５）しようとしている状態を示している。
【００３９】
利用者が上記のようにして受信した携帯情報表示装置としての携帯電話８のメールを開く
と、例えば図３（ｂ）に示すような画面表示が行われる。即ち、メール受信モードの表示
において、メールの送信者としてのメールサーバ名が示され、受信した日時が表示され、
更に図示する例においては「地図メールを受信しました。この地図を表示するときは、こ
のまま［受信］を行って下さい。」と表示し、その下に参考として受信するＵＲＬ名と、
このＵＲＬの地図を受信する作動を開始するための［受信］作動開始操作画面部分を表示
している。
【００４０】
利用者がこのようにメールアドレスに対応する携帯情報表示装置としての携帯電話でメー
ルを受信し、添付されたＵＲＬにアクセスするため受信作動開始操作を行うと、自動的に
インターネット網を介して地図提供部門４のウェブサーバ５にアクセスが行われる（▲６
▼ステップＳ６）。地図提供サービス部門４のウェブサーバ５はこの地図送信要求を受け
、地図検索部６にこの座標データ、及び縮尺等の情報を含んだＵＲＬのデータを出力する
。地図検索部６は地図データベース７からこれに対応する地図データを抽出し、その地図
データをウェブサーバ５に渡す。ウェブサーバ５は地図送信要求のあった携帯情報表示装
置としての携帯電話８に、前記指定したＵＲＬに対応した地図を送信する（▲７▼ステッ
プＳ７）。
【００４１】
その結果、携帯電話８には前記ＵＲＬに対応した地図が表示される。この時表示される地
図画面の例を図５（ｂ）に示している。この実施例においては、図４（ａ）に示されるよ
うな「浪速駅」近傍に存在する本来の目的地としての「大阪デパート」に行こうとしてい
るとき、この「大阪デパート」の提携駐車場である「浪速駐車場」にナビゲーション装置
の目的地が設定され、図中破線で示す誘導経路に沿って走行する状態において、ナビゲー
ション装置では例えば同図（ｂ）に示すような表示が行われる。その後ナビゲーション装
置の目的地としての「浪速駐車場」に到着すると、例えば図５（ａ）に示すようなナビゲ
ーション装置の画面となる。
【００４２】
図５（ａ）に示すナビゲーション装置の画面においては、本来の目的地としての「大阪デ
パート」が表示されておらず、どのあたりに「大阪デパート」が存在するのかがわかりに
くい。また、地図画面をスクロールすることにより「大阪デパート」を探すことも可能で
あり、更にはこの地図画面の縮尺を上げて広域画面にすることにより、例えば図４（ａ）
に示すような広域地図を表示することによってこの「大阪デパート」を探すことも可能で
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あり、したがってこのようにしてこれらの地図画面によって「浪速駐車場」から「大阪デ
パート」迄の道筋を記憶するもできる。しかしながら、実際にこの「浪速駐車場」から「
大阪デパート」迄の移動の間にその記憶が薄れ、また複雑な経路の場合には道を誤って迷
うこともあり得る。
【００４３】
それに対して、上記のように携帯電話に図５（ｂ）に示すようなナビゲーション装置の目
的地の「浪速駐車場」と、本来の目的地の「大阪デパート」が１つの地図画面に表示され
ているときには、利用者はこれを見ながら、図中「セブンイレブン」を途中の目安とした
最短ルートで、本来の目的地である「大阪デパート」に確実に行くことが可能となる。図
示実施例においては通常の地図画面と同様に上下左右にスクロール可能となっており、ま
た、縮尺を任意に変更することも可能となっている。このような操作時には図１の地図提
供サービス部門４と通信を行い順次データを取り込むこととなる。
【００４４】
なお、前記のようにデパート等の本来の目的地の座標データの送信を行わない場合におい
ても、少なくとも現在駐車中の「浪速駐車場」を中心とした地図が表示される場合には、
利用者は車両中のナビゲーション装置の地図画面と携帯電話に表示された地図を見比べて
、携帯電話に表示されている地図中には存在しない本来の目的地である「大阪デパート」
がどの方向に存在するかを容易に知ることができ、その方向にこの画面をスクロールする
ことによって直ちにこれを表示することができるため、単に地図画面のスクロール方向を
記憶しておくことにより、移動中にこの画面をスクロールし、確実に本来の目的地である
「大阪デパート」に行くことができる。
【００４５】
上記のように、携帯情報表示装置に特定の地点の地図を表示するに際して、表示する地図
を絞り込む複雑な操作を行う必要がなく、容易に所望の地図を表示することが可能となる
。また、ナビゲーション装置の目的地と本来の目的地とを含む地図画面が表示される場合
には、本来の目的地の位置をスクロール等を行って探す必要がなく、容易にナビゲーショ
ン装置の目的地と本来の目的地との位置関係を知ることができる。
【００４６】
また、携帯情報表示装置には最初、地図のＵＲＬのみが送信されるので直接地図を送信す
るときよりもデータ量が少なく、通信料が安価になり、駐車場に到着して周囲を見渡した
とき、本来の目的地である「大阪デパート」のビル屋上の表示が見えた場合のように、地
図の表示が必要ではないと思ったときにはメールに付いているＵＲＬの地図表示要求を行
うことがなく、無駄な通信料を支払う必要もなくなる。
【００４７】
なお、上記実施例においては地図データの受信を行う例を示したが、ナビゲーション装置
の目的地から本来の目的地迄確実に歩いて到達できるならば、直進するおおよその距離、
右左折する交差点の目安となる商店名等の、ルートを示す簡易データを受信するように設
定することも可能である。その場合には前記のような地図データの送受信よりデータ量が
少なくなり、通信料が安価になり、また本来の目的地迄のルートを確実に知ることができ
る。
【００４８】
このように、ナビゲーション装置の目的地から本来の目的地迄の歩行経路を示す場合には
、地図提供サービス部門４において予めそのデータを所有しておくことにより対応するこ
とも可能であるが、この地図提供サービス部門でナビゲーション装置と同様の誘導経路探
索機能を備える場合には、上記のような２つの地点の座標が送信されてきたときに、その
地点を結ぶ最短ルートを演算し、地図にこれを表示した状態で送信することも可能となる
。
【００４９】
その時には例えば図６に示すように携帯情報表示装置に表示することとなる。即ち同図（
ａ）に示すように、上記実施例におけるナビゲーション装置の目的地である「浪速駐車場
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」に着いたときに表示される「浪速駐車場」を中心とした地図画面に、「太い破線が推奨
ルートです」と表示され、地図画面に「浪速駐車場」から図中「セブンイレブン」の方向
に太い破線が図示される。したがって利用者はこの画面の表示に沿って歩いて行き、この
推奨ルート上で画面表示がなくなる「セブンイレブン」の付近で、この部分が中心となる
地図を新たにダウンロードする。
【００５０】
このとき地図提供部門では同一ユーザによる一連の地図要求として処理し、要求された地
点を中心とする地図に同じ推奨ルートを付与して送信する。その結果図６（ｂ）に示すよ
うな地図画面が得られる。それにより、この画面上に「セブンイレブン」から「大阪デパ
ート」迄の推奨ルート付の地図が表示され、利用者はその後この推奨ルートに沿って移動
し、確実に最短ルートで「大阪デパート」の出入り口に着くことができる。
【００５１】
このように推奨ルート付の地図を受信することができる場合には、利用者は容易に最短ル
ートを辿って本来の目的地に移動することができ、また、そのときには、前記２つの地点
を同時に画面上に表示する必要が無くなり、画面上では詳細な地図を表示した状態とし、
移動と共に適宜誘導経路方向にスクロールすることによって利用することも可能となるた
め、見やすい地図の状態でこれを利用することができる。
【００５２】
上記実施例においては、車両がナビゲーション装置の誘導経路に沿って走行し、ナビゲー
ション装置の目的地に到着した状態からの実施例を説明したが、ナビゲーション装置に誘
導経路を設定せずに走行している場合においても、ナビゲーション装置では常に現在位置
をＧＰＳ受信器等で取得して地図をスクロール表示しているので、利用者が途中で下車し
てその周辺を移動するときに現在位置周辺の地図を携帯情報表示装置に表示したいと思う
ときには、前記手法によりナビゲーション装置から現在位置のデータとメールアドレスを
送信するのみで、容易に所望の地図を携帯情報表示装置に表示することができる。
【００５３】
【発明の効果】
　本発明に係る携帯情報表示装置用地図表示方法は、ナビゲーション装置内部の２つの地
点または１つの地点の座標の位置データと、携帯情報表示装置用メールアドレスとをナビ
ゲーション装置からメールサーバに送信し、前記メールサーバは受信した前記位置データ
を地図提供手段に送信し、前記地図提供手段は受信した位置データが２つの地点の座標の
ときには、両地点を含む最小限の縮尺の地図を検索し、１つの地点の座 ときには、そ
の地点を中心とする予め設定した所定の縮尺の地図を検索して、検索した地図に対応した
ＵＲＬを前記メールサーバに返信し、前記メールサーバは受信した前記地図に対応したＵ
ＲＬを付したメールを前記メールアドレスに送信し、前記携帯情報表示装置は前記メール
を受信して前記地図提供手段に受信したＵＲＬを送信し、前記地図情報提供手段は受信し
たＵＲＬに対応する地図データを前記携帯情報表示装置に送信し、前記携帯情報表示装置
は受信した地図データを表示するようにしたので、携帯電話や携帯情報端末等の携帯情報
表示装置に対して、地点を設定するための複雑な入力操作を行う必要がなく、ナビゲーシ
ョン装置が所有する内部の位置データを用いて容易に所望の地点の地図の配信を地図提供
サービス部門等の地図提供手段から受けてこれを表示することができ、ナビゲーション装
置から離れて移動する際に、携帯情報表示装置に表示した地図を利用して、所定の地点に
確実に移動することができるようになる。また、この地図を利用して再び元の駐車場等に
確実に戻ることもできる。
【００５４】
また、本発明に係る携帯情報表示装置用地図表示システムは、内部の２つの地点または１
つの地点の座標の位置データと、携帯情報表示装置用メールアドレスとをメールサーバに
送信するナビゲーション装置と、受信した前記位置データを地図提供手段に送信し、メー
ルに前記地図提供手段から受信した地図対応ＵＲＬを付して前記メールアドレスに送信す
るメールサーバと、前記メールサーバから受信した位置データが２つの地点の座標のとき
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には、両地点を含む最小限の縮尺の地図を検索し、１つの地点の座 ときには、その地
点を中心とする予め設定した所定の縮尺の地図を検索して、検索した地図に対応するＵＲ
Ｌを前記メールサーバに返信し、携帯情報表示装置からの前記地図に対応するＵＲＬを受
信して該ＵＲＬに対応する地図データを送信する地図提供手段と、前記メールサーバから
前記地図対応ＵＲＬを付したメールを受信し、前記地図提供手段に前記地図対応ＵＲＬを
送信し、前記地図提供手段から前記ＵＲＬに対応した地図データを受信し、表示装置に受
信した前記地図データの地図を表示する携帯情報表示装置とからなるので、前記地図表示
方法と同様に、携帯電話や携帯情報端末等の携帯情報表示装置に対して、地点を設定する
ための複雑な入力操作を行う必要がなく、ナビゲーション装置が所有する内部の位置デー
タを用いて容易に所望の地点の地図の配信を地図提供サービス部門等の地図提供手段から
受けてこれを表示することができ、ナビゲーション装置から離れて移動する際に、携帯情
報表示装置に表示した地図を利用して、所定の地点に確実に移動することができるように
なる。また、この地図を利用して再び元の駐車場等に確実に戻ることもできる。
【００５５】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置デ
ータを、ナビゲーション装置の現在位置データとしたので、このナビゲーション装置を搭
載した車両が停止した位置から利用者が降車して他の場所に移動しようとするときにはど
のような地点であっても、携帯情報表示装置に対して、地点を特定するための複雑な入力
操作を行う必要がなく、また利用者が現在の地点が明確に把握できていないときでも、ナ
ビゲーション装置が所有する内部の現在位置データを用いて容易にその地点を含む地図の
配信を地図提供手段から受けてこれを表示することができ、ナビゲーション装置から離れ
て移動しても、携帯情報表示装置に表示した地図を利用して、所定の地点に確実に移動す
ることができるようになる。また、この地図を利用して再び元の駐車場等に確実に戻るこ
ともできる。
【００５６】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置デ
ータを、ナビゲーション装置の目的地の位置データを含むようにしたので、このナビゲー
ション装置を搭載した車両が駐車場等のナビゲーション装置の目的地から他の場所に移動
する必要があるとき、予め目的地周辺の地図をダウンロードするためのＵＲＬを付したメ
ールを受信しておくことができ、利用者は目的地に到着したとき複雑な特定の地点の入力
操作を行うことなしに、直ちにそのメールのＵＲＬにアクセスすることによって周辺の地
図を表示することができ、これを利用して他の場所に素早く確実に移動することができる
ようになる。
【００５７】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記ナビゲーション装置がメールサーバに送信する位置デ
ータは、更に利用者が前記ナビゲーション装置から離れて移動する地点の位置データを含
むようにしたので、このナビゲーション装置を搭載した車両が駐車場等のナビゲーション
装置の目的地から他の場所に移動する必要があるとき、予め目的地とその目的地から移動
する地点の周辺の地図をダウンロードするためのＵＲＬを付したメールを送信しておくこ
とができ、利用者は目的地に到着したとき複雑な特定の地点の入力操作を行うことなしに
、直ちにそのメールのＵＲＬにアクセスすることによって目的地とその目的地から移動す
る地点の周辺の地図をダウンロードすることができ、これを利用して他の場所に素早くよ
り確実に移動することができるようになる。
【００５８】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記地図提供手段は、ナビゲーション装置の目的地の位置
と、利用者が前記ナビゲーション装置から離れて移動する地点の位置との間の推奨ルート
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を演算して送信するようにしたので、前記の効果に加えて更に、例えば利用者が駐車場等
のナビゲーション装置の目的地から、デパート等の本来の目的地等の他の場所に移動する
とき、携帯情報表示装置に表示された推奨ルートに沿って移動することにより、より確実
に移動することが可能となる。また地図を拡大表示しても地図を推奨ルートに沿ってスク
ロールしながら確実に目的地に辿り着くことができるので、見やすい地図画面でこれを利
用することができる。
【００５９】
また、本発明に係る他の携帯情報表示装置用地図表示システムは、前記携帯情報表示装置
用地図表示システムにおいて、前記地図提供手段が、ナビゲーション装置の目的地の位置
と、利用者が前記ナビゲーション装置から離れて移動する地点の位置とを含む携帯情報表
示装置の画面に同時に表示可能な地図を検索し、該地図に対応するＵＲＬをメールサーバ
に送信するようにしたので、前記の効果に加えて更に、例えば利用者が駐車場等のナビゲ
ーション装置の目的地から、デパート等の本来の目的地等の他の場所に移動するとき、携
帯情報表示装置に両地点を含んだ地図が表示されるので、両地点の位置関係を容易に把握
することができ、確実に移動することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例のシステム構成と、各システム構成部分の作動を順に示す説明図
である。
【図２】同実施例の携帯情報表示装置への地図表示処理を行う作動フロー図である。
【図３】同実施例の表示画面例を示す図であり、（ａ）は目的地周辺の地図に対応するＵ
ＲＬを要求する時のナビゲーション装置の表示画面例であり、（ｂ）は携帯電話でＵＲＬ
付メールを受信したときの表示画面例である。
【図４】同実施例の地図及びその表示画面例を示し、（ａ）は目的地である駐車場と、本
来の目的地であるデパートの位置関係を示す図であり、（ｂ）はナビゲーション装置の地
図表示画面例である。
【図５】同実施例の他の地図表示例を示し、（ａ）はナビゲーション装置の目的地に到着
したときのナビゲーション装置の地図表示例であり、（ｂ）はナビゲーション装置の目的
地である駐車場と、本来の目的地であるデパートとを、携帯電話の１つの画面上に表示し
た例を示す地図表示例である。
【図６】本発明の他の実施例において、ナビゲーション装置の目的地である駐車場と、本
来の目的地であるデパートとを結ぶ推奨ルートが表示される例を示し、（ａ）はナビゲー
ション装置の目的地である駐車場における地図表示例を示し、（ｂ）は移動中にその画面
から外れるとき、次の画面をスクロール表示したときの地図表示例である。
【符号の説明】
１　ナビゲーション装置
２　車両
３　メールサーバ
４　地図提供サービス部門
５　ウェブサーバ
６　地図検索部
７　地図データベース
８　携帯電話
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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